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東北大学大学院医学系研究科環境医学分野 
100年の歴史を受け継ぎ，フェロトーシスのその先へ

三島　英換

2026年4月，東北大学大学院医学系研究科の環境医学分
野に教授として着任し，新しい研究室をスタートしまし
た．まだ立ち上げたばかりで，研究室の仕組みも研究テー
マもメンバーと相談しながら一つずつ形にしているとこ
ろです．今回は，私たちの研究室がどこから来て，これか
らどこへ向かおうとしているのかをご紹介したいと思いま
す．
私は臨床医として勤務しながら，腎臓病，高血圧，尿毒

素，腎臓と腸内細菌叢の関係などを研究する中で，さまざ
まな病気の背景にある酸化ストレスに興味を持つようにな
りました．その頃に出会ったのが，「フェロトーシス」と
いう細胞死の概念です．フェロトーシスは，鉄を介した脂
質の過酸化によって起こる細胞死です．2020年から2026
年3月までは同領域の研究を世界的に牽引するドイツのヘ
ルムホルツセンター・ミュンヘンのMarcus Conrad教授の
研究室でフェロトーシスの制御機構と創薬応用を研究し
ました．特に，ビタミンKによるフェロトーシス抑制機構
や，制御分子であるGPX4やFSP1などを標的とした創薬
研究を進め，Natureをはじめとする国際誌に成果を発表す
る機会にも恵まれました．留学中は，異なる背景を持つ研
究者が率直に議論し，面白いと思ったことをすぐに試す環
境から，多くのことを学びました．この経験は，これから
の自らの研究室にも生かしていきたいと思っています．
フェロトーシスの制御軸に関わる，「鉄・酸素・脂質」

はいずれも生命に欠かせない一方で，この三つはいずれも
脂質過酸化の要因でもありその制御バランスが破綻する
と，細胞を死へと向かわせます．つまり生きるために必
要なものが，同時に細胞死の引き金にもなり，我々生命

は常にそのリスクを制御系で抑え，恒常性を維持すること
で，一見当たり前に生きています．この生体恒常性がいか
に保たれ，そしてその破綻がどんな病気を起こすのか，そ
してそれらを標的とした治療応用を目指しています．例え
ばフェロトーシスは，がんでは積極的に誘導することが新
しい治療戦略になる一方，臓器障害や神経変性疾患では抑
えることが治療につながる可能性があります．つまり，同
じ細胞死でも，病気によって「起こしたい場合」と「止め
たい場合」があります．このスイッチを自在に制御できれ
ば，これまでとは異なる治療法につながるかもしれませ
ん．
もちろん，研究対象はフェロトーシスだけではありま
せん．「レドックス・細胞死・病気」をキーワードとして，
レドックス生物学に関わるさまざまな現象や，まだ名前す
らついていない細胞死や細胞事象の仕組みにも目を向け，
生命科学の未踏領域を開拓したいと考えています．また，
私自身が臨床医として患者さんを診てきた経験を生かし，
基礎研究と臨床の知識を行き来しながら，外的ストレスや
内的ストレスとヒトの健康と病気への関係をより深く理解
していきたいと思います．環境医学分野のルーツは，東北
大学医学部で100年の歴史を源流とする衛生学講座にあり
ます．私たちはこの伝統を受け継ぎながら，「外的及び内
的環境がヒトの健康や病気にどのような影響を与えるの

    

写真1 2026年春，研究室立ち上げメンバーと（筆者中央）
写真2 留学先のボスのMarcus Conrad教授とオクトーバーフェ
ストにて（筆者左側）
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か」を，分子から個体までつなげて理解したいと考えてい
ます．
新しい研究室には，研究テーマも研究室の文化も，これ

から集まるメンバーと一緒につくることができます．医学
に限らず，薬学，農学，理学など，多様なバックグラウン

ドを持つ方々と研究を進めたいと思っています．「細胞は
なぜ死ぬのか」「酸化と還元のバランスをどう制御できる
のか」「基礎研究を治療へどうつなげるのか」といった問
いに興味のある方は，ぜひご連絡下さい．
（分野HP：https://www.env.med.tohoku.ac.jp/）
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